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熊
本
地
震
か
ら
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
は
九
州

北
部
で
大
変
な
豪
雨
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
四
月
に
「
風
雨
を
受
け

な
が
ら
畳
堤
に
畳
を
差
し
込
む

人
物
像
」
製
作
計
画
を
立
ち
上
げ
、

六
月
に
会
員
有
志
で
畳
堤
が
残

る
長
良
川
、
揖
保
川
を
視
察
研
修

旅
行
、
十
一
月
に
は
人
物
像
が
完

成
し
式
典
と
祝
賀
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
秋

の
「
畳
堤
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
が
あ
り
、

畳
堤
の
草
取
り
を
行
う
な
ど
、
大

変
忙
し
く
充
実
し
た
一
年
で
し

た
。 

 

畳
堤
に

畳
を
差
し

込
む
人
物

像
に
つ
い

て
は
、
四

年
前
か
ら

構
想
は
あ

り
な
が
ら

な
か
な
か

実
現
に
至

り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
延
岡
市
教
育
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

富
山
隆
志
先
生
に
お
話
し
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
と
ん
と
ん
拍
子
に

話
が
進
み
、
宮
崎
県
立
延
岡
工
業

高
校
河
野
明
浩
校
長
と
土
木
科

主
任
西
川
和
弘
先
生
が
全
面
的

に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
何
度
か
お
会
い
す

る
う
ち
に
土
木
科
生
徒
が
消
防

団
の
法
被
を
着
て
畳
を
入
れ
る

様
子
を
再
現
し
た
写
真
や
生
徒

の
写
生
画
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
畳
堤
を
同
科
の
研
究
課

題
に
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
知

り
、
大
変
嬉
し
く
喜
び
と
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
卒
業
生
で
あ
る
林
田

石
材
林
田
広
行
社
長
が
原
石
か

ら
の
石
像
製
作
を
引
き
受
け
て

く
だ
さ
る
こ
と
、
延
岡
学
園
高
校

の
美
術
科
伊
東
珠
貴
教
諭
が
石

像
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
を
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
が
決
ま
り
勇
気
と

希
望
が
湧
き
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
へ
出
向
き
了
解

を
求
め
、
何
回
か
「
畳
堤
石
像
製

作
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

製
作
費
に
つ
い
て
は
、
官
公
庁
、

企
業
、
団
体
、
個
人
へ
寄
付
の
お

願
い
に
副
会
長
と
足
を
運
び
ま

し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
が
趣
旨
に
賛

同
し
、
気
持
ち
よ
く
献
金
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
何
と
か

目
標
額
に
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
延
岡

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
と
郷
土
愛

に
燃
え
て
い
る
結
果
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）

に
は
北
町
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
下

に
石
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
二

十
八
日
（
月
曜
日
）
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
土
木
課
駐
車
場
に
お

い
て
完
成
式
典
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
最
初
に
今
山
八
幡

宮
木
村
速
穂
権
称
宜
に
よ
る
神

事
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
次

に
私
が
「
完
成
し
た
の
は
関
係
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
全
面
的

な
協
力
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
の
市
長
、

議
長
、
国
土
交
通
省
延
岡
河
川
国

道
事
務
所
副
所
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
石
像
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

参
加
者
全
員
で
石
像
を
囲
ん
で

写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

同
日
午
後
六
時
か
ら
の
祝
賀

会
に
も
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

延
岡
工
業
高
校
土
木
科
三
年
生

が
畳
堤
の
研
究
で
九
州
「
川
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
グ
ラ
ン
プ
リ
、

さ
ら
に
工
業
技
術
発
表
会
で
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
こ
と
で
す
。 

畳
堤
の
石
像
製
作
に
か
か
わ

っ
た
高
校
生
達
が
「
畳
堤
に
つ
い

て
は
延
岡
で
自
分
達
が
一
番
詳

し
い
」
と
公
言
し
た
よ
う
に
畳
堤

に
つ
い
て
す
ご
く
勉
強
し
、
延
岡

を
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
た
こ
と

は
最
高
に
幸
せ
で
し
た
。 

今
後
と
も
畳
堤
を
全
国
に
発

信
し
、
郷
土
延
岡
の
先
人
の
知
恵

を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

会
長 

木
原 

万
里
子 

 

 

第 19号 2017年 7月 25日発行 

五ケ瀬川の畳堤を守る会 

 

畳
堤
の
役
割
が
一
目
で
分
か
る
石
像
を
製
作 

完
成
し
た
石
像
の
前
で
、
林
田
社
長
と
筆
者 
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「
畳
堤
の
役
割
が
一
目
で
分

か
り
、
半
永
久
的
に
後
世
に
伝

え
ら
れ
る
も
の
を
」
と
、
当
会

が
企
画
し
た
石
像
が
、
県
立
延

岡
工
業
高
校
（
河
野
明
浩
校
長
）

と
林
田
石
材
（
林
田
広
行
社
長
）

の
全
面
協
力
で
完
成
し
、
延
岡

市
北
町
の
畳
堤
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
あ
る
堤
防
へ
の
上
り
口

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十

一
月
二
十
八
日
に
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。 

 

石
像
は
、
男
性
二
人
が
畳
堤

に
ま
た
が
っ
て
畳
を
入
れ
る

様
子
を
表
し
た
も
の
で
、
縦

一
・
五
㍍
、
横
三
㍍
、
奥
行
き

九
十
㌢
、
総
重
量
４
㌧
。
人
物

と
畳
堤
の
部
分
は
白
御
影
石
、

畳
の
部
分
は
緑
色
の
御
影
石

で
で
き
て
い
ま
す
。
製
作
・
設

置
費
用
は
百
五
十
七
万
円
。 

 

「
畳
堤
は
観
光
資
源
に
な
り
、

地
域
活
性
化
に
も
役
立
つ
」
と

の
視
点
か
ら
、
資
金
募
集
に
は
、

延
岡
商
工
会
議
所
、
延
岡
観
光

協
会
、
延
岡
市
区
長
連
絡
協
議

会
を
は
じ
め
多
く
の
団
体
、
企

業
、
個
人
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

伊
東
珠
貴
・
延
岡
学
園
高
校

美
術
教
諭
が
作
っ
た
ミ
ニ
チ

ュ
ア
を
基
に
、
林
田
石
材
が
二

ヵ
月
を
か
け
て
製
作
。
ま
た
、

林
田
社
長
の
後
輩
に
当
た
る

延
岡
工
業
高
校
の
土
木
科
三

年
生
が
、
ふ
る
さ
と
学
習
と
職

業
体
験
の
一
環
で
、
粗
彫
り
や

畳
の
目
の
模
様
付
け
の
作
業

を
手
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

除
幕
式
に
は
約
六
十
人
が

出
席
し
、
首
藤
正
治
市
長
、
志

賀
三
智
・
国
交
省
延
岡
河
川
国

道
事
務
所
副
所
長
、
木
原
会
長

ら
十
人
で
除
幕
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
午
後
六
時
か
ら
ホ

テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
延
岡
で
開

い
た
祝
賀
会
に
も
六
十
三
人

が
出
席
し
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

延
岡
工
業
高
校
の
河
野
校

長
と
西
川
教
諭
は
、
土
木
科

三
年
生
の
発
表
が
二
つ
の
大

会
で
好
成
績
だ
っ
た
こ
と
を

報
告
し
、「
非
常
に
い
い
テ
ー

マ
を
与
え
て
も
ら
っ
た
」
と

当
会
に
感
謝
ま
で
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

林
田
石
材
の
林
田
社
長
は
、

石
像
製
作
に
関
わ
っ
た
同
社

の
新
名
忠
幸
工
場
長
と
社
員

の
藤
本
仁
幹
さ
ん
を
紹
介
し
、

製
作
の
苦
労
を
話
し
ま
し
た
。 

 

林田石材の（右から）林田社長、新名工場長、

藤本さん。林田社長は「この２人のおかげで

完成できた」。延岡工業高校土木科出身の藤本

さんは「後輩と一緒に作業するのは楽しかっ

たが、（すごく大変だったから）二度としたく

ない」と話して会場を笑わせました 

 

 

お
は
ら
い
を
受
け
た
後
に
除
幕 

 

 
延
工
の
河
野
校
長
（
左
）
と
西
川
教
諭 

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
祝
賀
会 

畳堤の石像が完成しました 
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延
岡
市
教
委
キ
ャ

リ
ア
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
富
山
隆
志
さ

ん
（
写
真
左
）
は
、
延

岡
工
業
高
校
と
当
会

を
つ
な
い
だ
だ
け
で
な

く
、
畳
堤
を
中
学
生

の
ふ
る
さ
と
学
習
に

生
か
す
方
法
や
、
畳

堤
を
通
じ
て
中
高
生

と
私
た
ち
が
つ
な
が

る
方
法
も
示
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

岡
富
中
学
校
は
、

昨
年
夏
の
体
育
大
会
で
一
年
生
が

「
ま
ち
を
守
れ
！
畳
堤
」
と
題
し
た

創
作
団
技

を
実
施
。
協

力
し
て
畳
と

土

の
う

を

運

ぶ
速

さ

を
競
う
も
の
で
、
最
後
は
二
十
枚
の

畳
が
畳
堤
の
よ
う
に
横
一
列
に
並

び
ま
し
た
。
（写
真
右
上
と
中
） 

十
一
月
十
六
日
に
は
、
同
中
の

主
催
で
「
畳
堤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
。
延
工
の
畳
堤
班
が
研
究
発
表

を
し
た
後
、
同
中
一
年
生
二
人
、
延

工
の
黒
木
勇
太
君
、
当
会
の
木
原

会
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、

富
山
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
（写
真
右
下
） 

中
学
生
は
、
高
校
生
の
立
派
な

発
表
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

木
原
会
長
は
当
会
の
活
動
を
紹
介

し
ま
し
た
。
黒
木
君
が
「
畳
堤
は
、

土
木
技
術
的
に
見
て
も
魅
力
が
あ

る
し
、
か
つ
て
は
水
防
に
、
今
は
防

災
意
識
の
向
上
や
観
光
振
興
な
ど

役
割
を
変
え
て
息
づ
い
て
い
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
る
」
と
話
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

 

①製作意図や設置場所について話
し合い（Ｈ２８／６／２２） 

石
像
が
で
き
る
ま
で 

②伊東教諭が粘土で
立体的にデザイン 

④強度に問題がないように林田社
長と相談して最終デザインを決定 

③１３トンの原石（白御影
石）を真っ二つ 

⑤原型を前後左右から撮影し、
その写真と１センチの升目を
重ねた。これが設計図 

⑥石材には１０センチの升目を書き、設
計図を元に１０倍に拡大して下書きを
し、粗彫りを開始（１０／５） 

⑦工業生が粗彫りと畳の目の模様付けを体験（１０/１９） 

⑧粉塵にまみれながらの作業
が夜を徹して行われた 

⑩
重
さ
六
百
キ
ロ
の
「畳
」を
上
か
ら
は
め
入
れ
、
「腕
」を
接
着

し
て
完
成
さ
せ
た
。
ぶ
つ
け
れ
ば
一
瞬
で
壊
れ
て
し
ま
う
た

め
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
に
作
業
。
「
畳
」
を
入
れ
た
瞬
間
、
林

田
社
長
は
「や
っ
た
ー
、
こ
れ
で
眠
れ
る
」
（十
一
月
二
十
五
日
） 

 

⑨７つの部品を現地で組み立てた 

 

 
創作団技やシンポジウム 

岡富中１年生が畳堤を学習 
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畳
堤
の
石
像
製
作
に
関
わ
る
中

で
畳
堤
の
構
造
や
役
割
を
研
究
し

た
延
岡
工
業
高
校
土
木
科
三
年
生

の
発
表
が
、「
第
十
六
回
九
州
『
川
』

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
（
平
成
二
十

八
年
十
一
月
十
二
、
十
三
日
、
北
九

州
市
）
で
グ
ラ
ン
プ
リ
、
県
内
の
工

業
系
高
校
の
「
工
業
技
術
発
表
会
」

（
同
十
一
月
二
十
四
日
、
宮
崎
市
）

で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
黒
木
勇
太
君
、
岩
切
真
平
君
、

佐
藤
昇
太
君
、
米
澤
光
平
君
、
甲
斐

瑞
基
君
、
田
島
拓
弥
君
の
六
人
で
す
。 

 

畳
堤
の
模
型
を
作
り
、
実
際
に
水

を
入
れ
る
な
ど
し
て
研
究
し
た
ほ

か
、
延
岡
弁
丸
出
し
で
掛
け
合
う
発

表
ス
タ
イ
ル
も
好
評
で
し
た
。
「
川

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
大
学

生
も
含
む
四
十
八
団
体
の
中
で
、

「
他
が
気
の
毒
に
な
る
ほ
ど
」
（
指

導
し
た
西
川
和
弘
教
諭
）
人
気
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
受
賞
後
に
は
、
岡
富

中
学
校
主
催
の
「
畳
堤
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」（
三
㌻
に
詳
細
）
と
延
岡
土
木

事
務
所
・
延
岡
地
区
建
設
業
協
会
青

年
部
の
合
同
研
修
会
（
同
十
二
月
九

日
）
＝
写
真
上
＝
で
〝
凱
旋
発
表
〟

を
し
ま
し
た
。
土
木
の
プ
ロ
の
建
設

業
の
皆
さ
ん
も
感
心
す
る
内
容
で

し
た
。 

（
編
集
後
記
） 

工
業
生
の
快

挙
は
当
会
自
体
の
活
動
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
会
の
活
動
の
趣
旨
が

次
世
代
に
届
い
た
と
手
応
え
の
感

じ
ら
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
し
た
。
彼
ら
の
将
来
が
楽
し
み
で

す
。 

 

当時の延岡工業高校土木科３年生 

左から米澤、黒木、佐藤、田島、甲斐、岩切君

下にあるのは、生徒たちが作った畳堤の模型 

 

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
（
事
務
局
）
〒
八
八
二―

〇
〇
六
三 

宮
崎
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